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発 表 内 容

 １ なぜ、“社会的共通資本” なのか
２ 社会的共通資本とは何か
３ 社会的共通資本を扱う授業の目標・構想
４ 授業実践の内容
５ 生徒の振り返り（学び）
６ 社会的共通資本の実践的意義

補足１ 「公共」授業のどこで、どのように扱えるか
補足２ 宇沢弘文の考えていたこと・・・
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なぜ、“社会的共通資本”なのか

・宇沢弘文の経済思想に、以前から着目をしていた

・「人間と社会の在り方」を考える公民科への親和性

・大学入学共通テスト２０２５「公共」での出題

・春休み経済教室で松島斉先生のサスティナビリティ講演
→授業で答えていく必要があるのでは？

宇沢先生の著作を読み、考え、授業を実践
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大学入学共通テスト 令和７年度「公共」第２問 問１

人文・社会科学の概念
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大学入学共通テスト 令和７年度「公共」第２問 問１

読解・活用の技法



社会的共通資本とは何か

「社会的共通資本は、一つの国ないし特定の地域に住むすべての人々が、ゆたか
な経済生活を営み、すぐれた文化を展開し、人間的に魅力ある社会を持続的、安
定的に維持することを可能にするような社会的装置を意味する。社会的共通資本
は、一人一人の人間的尊厳を守り、魂の自立を支え、市民の基本的権利を最大限
に維持するために、不可欠な役割を果たすものである。社会的共通資本は、たと
え私有ないしは私的管理が認められているような希少資源から構成されていたと
しても、社会全体にとって共通の財産として、社会的な基準に従って管理・運営さ
れる。」                                      （宇沢弘文『社会的共通資本』p.4）

社会的共通資本
①自然環境：大気、水、森林、河川、湖沼、海洋、沿岸湿地帯、土壌など
②社会的インフラストラクチャー：道路、交通機関、上下水道、電力・ガスなど
③制度資本：教育、医療、金融、司法、行政
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社会的共通資本を扱う授業の目標・構想

① 身近な経済活動を「社会的費用」の視点で捉え直せる
 ② 豊かな社会を「市民的権利」を基準に考察できる
 ③ 社会課題を「社会的共通資本」の視点から発見できる

→倫理・法・政治・経済学習が共振する授業

学びの意義

 公共性 積極的→豊かな社会をつくり上げる
（社会参画）  消極的→排除・分断・差別を生み出さない

宇沢の経済思想
社会的共通資本の考え方

政治哲学・社会心理学の考え方
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高等学校学習指導要領「公共」との関連
【B自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち ア（ウ）】
・公正かつ自由な経済活動を行うことを通して資源の効率的な配分が図られること，市場経済シ
ステムを機能させたり国民福祉の向上に寄与したりする役割を政府などが担っていること及び
より活発な経済活動と個人の尊重を共に成り立たせることが必要であることについて理解する。
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（解説）・消費者も，社会，経済，環境などに消費が与える影響を考えて商品を選択するなど，公
正で持続可能な発展に貢献するような消費行動をとることが求められている(略）大切である。
・例えば，市場経済においては，価格の働きによって生産が調整されたり，資本や労働などの生
産要素が必要とされるところに効率的に配分されたりすること，市場機能には限界があるため公
共財を供給するなど政府による適切な施策が必要になること，などの観点から多面的・多角的に
考察，構想し，表現できるようにすることが考えられる。

【A公共の扉 (3)(A)解説】 公共的な空間は，各人が，かけがえのない存在として認められ，よ
りよく幸福に生きることができるようにし，全ての人々のために協働の利益が確保されるようにす
ることを目指して，様々な課題の解決方法を議論し，決定し，その実現を図る開かれた空間であ
ることを理解できるようにすることが大切である。

公共財が提供されれば、それでよい？
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授業実践の内容（問い）
生徒の活動（問い）

１
コ
マ
目

①「1本の鉛筆」を作ったのは誰か？【発言を板書】
②「授業を受けること」の機会費用は何か？
③すべてが市場で取引されればよいのではないか？【発言を板書】
④公共財の性質から財やサービスがどう位置づくか？
⑤なぜ、公共財でないものを政府が供給するのか？【読解】

２
コ
マ
目

⑥高速道路を作ろうとるする企業は現れるか？
⑦新しい大型スーパーの地域への外部経済・不経済は？【発言を板書】
⑧自動車の社会的費用は何だろう？【発言を板書】
⑨“豊かな社会”において大事なことは何だろう？【読解】
⑩「社会的共通資本」の不足や破壊、「社会的費用」が問題となっている
事例に何があるだろうか？(等)【振り返り課題】
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授業実践の内容（スライド）

「豊かさ」への疑問、それを実現する
社会のシステムに生徒の関心を方向付ける

具体的かつ広がりのある問いで、
生徒の声を取り上げていく

お互いに知らない人々の協働＝魔法のような価格システム！ 経済用語を押さえておく

動画：
フリードマン「この鉛筆を
作れる人は、世界に一人も
いません」（約3分）
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授業実践の内容（スライド）

←経済と
市民的権利

本時の主要
な問い①

原理から考え、常識的理解との違いに気づかせる
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授業実践の内容（スライド）

↑みえにくい社会的費用の意識化
本時の主要な問い②「自動車の「社会的費用」は何だろうか？」

絵：いらすとや、イラストACより
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授業実践の内容（スライド）

宇沢の社会的費用算出の独自性 コラムとして日本の「クルマ社会」

牛込柳町鉛中毒事件（1970）の紹介
過去の身の回りの出来事で当時を想像

学校の前は理想的な道路？ 写真：著者撮影
絵：いらすとや
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授業実践の内容（スライド）

↑学習した概念を通じた課題発見
本時の主要な問い③

文章から宇沢の目指す経済社会を読み取る

振り返りで思考を深化する（オンラインで入力）
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生徒の発言（考え・想像）を拾い上げながら、
授業をしていきました。

授業板書の様子①
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授業板書の様子②



生徒の振り返り（学び）
①「１本の鉛筆」の社会的費用⇒視野を広げて考えられていた
木材、輸送、インフラ、人材、労働、加工、運搬など

②生徒の挙げた例⇒具体例を多数発見できていた
【インフラや制度】医療崩壊、教育格差、満員電車（通勤ストレ
ス）、保育所、空き地（管理費）、基地問題、地方医師の減少、
バスの廃線、インフラの老朽化(道路・水道管・堤防）
【自然環境】
大気汚染、環境破壊（森林や海はみんなの資本だが、ゴミ放
棄や森林伐採などによって自然が壊されている）・・・
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生徒の振り返り（学び）

③キーワード



生徒の振り返り（学び）
④授業について考えたこと・感じたこと
・自分の身の回りの物やサービスを、社会的費用や社会的共通資本の視点で
もう一度考えてみて、課題点やメリットをしっかりと理解するべきだと思った。
・鉛筆のような日用品にも、森林伐採や労働搾取といった社会的費用が含まれ
ていると知り、普段の消費行動を見直す契機になった。

・なぜ現在でも自動車を優先する都市設計が続いているのか疑問であり、今
後はより歩行者に配慮した街づくりへの転換が求められると考える。社会的共
通資本を誰がどのように守り、維持していくのかという責任の所在も重要であ
ると思う。さらに、見えにくい社会的費用に気づくための教育の必要性を強く感
じた。
・今回の授業では普段なんとも思っていなかった経済などに関する思考ができ
る授業でした。それ以外にも社会的共通資本や社会的費用などに関係する社
会問題がまだいっぱいあると感じた。 19課題発見の視点としての宇沢思想

身近な経済の見直し



生徒の振り返り（学び）
・豊かな社会作りのためには、経済について学んだ上で、政治というものが重
要になってくるものだと思った。
・値段を安くするだけではなく、ルールを決めることが市場では重要だと感じた。
・これを考える上でもし自分が投票に行く際にこういうことをしているなら投票
しようなどの意見を考えられるようになる。豊かな社会を実現と公約に書いて
あったりするがその人が何を持って豊かな社会を考えるのか。

・スーパーマーケットができるなどの一見ポジティブなことでも、他の客足が減
る、混雑するなどのデメリットがあることが意外だった。一つの活動が他の様々
なものに関連していて、色々な影響を及ぼすことが分かった。豊かな社会を実
現するには社会的共通資本が必要だけれど、現状道路などの整備が不十分な
場所があったり、快適な生活のために環境を破壊してしまうので、社会的共通
資本を維持しながら増やしていく方法を考えるべきだと思った。
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政治と共振する経済の授業

最適公共投資問題！



生徒の振り返り（学び）
課題に取り組んで、考えたことや疑問に思ったこと、質問
・社会的費用が問題になっている事例が大気汚染など今まで取り扱ってきた問
題に関わっている(略）問題に繋がっているのだとわかりました。
・豊かな社会について考えたとき、単に便利さや経済的利益を追求するだけで
はなく、すべての人の生活の質や安全、尊厳を守ることが重要であるとこの課
題の取り組みで考えさせられた。
・まだ日本は社会的共通資本に関する考え方がまだまだ不足しているなと考え
ることが多かったです。
・社会的共通資本は、当たり前のように、我々の周囲に存在するものですが、
今まで意識したことがなかったので、新しい発見でした。
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社会的事象や問題のつながり、人間の尊厳の考察
“当たり前”の問い直しをもたらす概念を活用する学習活動



社会的共通資本の実践的意義

①身近な経済活動を「社会的費用」の視点で捉え直せたか
 ⇒実感ある理解から、「消費行動の見直し」にまで言及

②豊かな社会を「市民的権利」を基準に考察できたか
 ⇒「政治が必要」という市民的な認識へ(共振のあらわれ）

③社会課題を「社会的共通資本」の視点から発見できたか
 ⇒課題の「新しい発見」や豊かさの捉え直しがなされた（想像以上に）
社会的共通資本の持続的な維持・責任＝宇沢の問題意識に近づく
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★生徒がえることのできた視座を、これからの主題探究や
  課題解決・構想にも活用・拡張していくことが求められている！



課題・本質を発見・対峙する「概念活用型」の授業
資料の読解等から人文・社会科学の概念（認識手段）を学び、

その考え方を使って自己と社会を問い返し、考察する

２つのアプローチ
①課題解決型・・・問題に結びつけ、概念を応用して考察する
②課題発見型・・・概念を通じて、自ら問題を発見・考察する
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拙著(2023)「先哲の思想を活用して考える「概念活用型」の授業実践」『中等社会科実践研究』vol.3、75-86
拙著(2024)「先哲の思想を使って考える「倫理」「公共」の授業づくり」『倫理道徳教育研究』第七号、45-56

授業テーマ「何のために、どのように“豊かな社会”をつくりだすことに関わるか」
「認識手段」としての、社会的共通資本や宇沢弘文の考え方

 より切実な課題に「実現手段」を組み合わせ、現実に声を上げられるように…

社会的共通資本の実践的意義（授業構成）



【補足１】「公共」授業のどこで、どのように扱えるか

①「効率性と公正性」を考える…A「公共空間の基本原理」
②「公共財」を発展的にとらえる…B「市場」
③「新自由主義」を批判的に考える…B「経済体制と変遷」
④「社会資本」の補足で説明する…B「財政」
⑤「経済発展」の影に気づかせる…B「日本経済」(公害問題）
⑥「社会の制度」を探究的に考える・・・C「持続可能な社会」

→一般的な②④だけでなく、授業構想の幅は広い
 A「公共の扉」、B「主題学習」、C「探究」にかかわる！
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経済学とは（宇沢『日本の教育を考える』p．168、1998）

もともと経済学は、その範囲や定義を固定的独断的に決めるものでなく、現実の問題な
り、現象に対して柔軟に対応して、経済学的な考察を進めてゆくものです。そして何よりも、
現実の不公正、不平等を是正して、社会正義に適った道を探るのが、経済学の目的でなけ
ればならないと思うからです。

社会的共通資本としての道路（宇沢『自動車の社会的費用』p．154、1974）

さて、所得分配の安定性を図るためには、市民の基本的権利の具体的内容について明
確に規定し、そのような権利にかかわる財・サーヴィスをどのようなメカニズムを通じて分
配するかについて計画することが必要になってくる、ということを説明してきた。このうち、と
くに歩行者のための道路を社会的共通資本として建設・管理し、歩行の自由というもっとも
重要な市民的権利を守り、安定的な基本的生活を確保しようとするのは、その典型的な場
合と考えられる。

【補足２】宇沢弘文の考えていたこと…①
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現代資本主義の基本問題（宇沢『経済学の考え方』p．255、1989）

大気を例にとってみれば、経済活動の水準が高くなって、大気汚染が深刻と
なり各人の享受する大気の質が悪化し、その機能が低下することになる。いわ
ゆる公害現象である。このとき、社会的共通資本の最適な使用をはかるため
には、その使用に対して規制をきびしくするか、あるいは公共投資を通じて共
通資本の蓄積をはからなければならない。社会的共通資本について、どのよ
うなタイプの共通資本を、どのような速度で蓄積したらよいか、というのが最
適公共投資の問題である。…この問題は、現代資本主義におけるもっとも基
本的問題の一つであって、市場経済制度の安定的な運用を可能とし、市場的
不均衡の問題を解決するとともに、社会的共通資本本来の課題である社会的
不均衡の問題を解決するために重要な意味をもつということを述べておきた
い。
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宇沢弘文の考えていたこと…②



社会の器（内橋克人編『経済学はだれのためにあるのか』p．17、199７・宇沢との対話より）

…現に存在する１つの制度、組織、環境、そういうものを総体としてとらえて「社会的共通
資本」といています。つまり人間が人間らしく生きていくことができるような条件、場、ある
いは社会の器をつくり、そのなかで人々が自由に行動を起こしていくという考えです。その
器が社会的共通資本です。純粋な市場経済で敗れた人たちは生きていけないし、あるいは
人間的な尊厳を傷つけられていきますから、そういうことがないような場をつくる。これは、
…リベラリズムの考え方を具体的な制度として浮き彫りにしようとつくった概念です。

市民とのかかわり（内橋編『経済学はだれのためにあるのか』p．20、199７・宇沢との対話より）

・・・問題は、国家管理か市場機構かではなくて、その中間に、一つの社会をもっと安定的
に維持して、リベラリズムの理念が実現できるような仕組みがあるのです。…社会的共通資
本は、市民の生活にとって重要なかかわりをもつもの、たとえば学校教育、医療制度、金融
制度、あるいは土地の管理などです。そういうものは、社会にとって共通の財産として、で
きるだけ市民に近い自治体レベルで、社会的な基準で管理されるべきです。そしてはじめ
て一人ひとりの個人の自由な企業活動ができるようになる。・・・

宇沢弘文の考えていたこと…③
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